
 

 

 

 

 

 

  

   

 

猛暑の夏もようやく過ぎて、やっと秋らしく

なってまいりました。長い夏の疲れがあるかと

思いますが、どうぞ体調管理にお気をつけ下さ

い。 

さて、私の好きなプロ野球もシーズンを終え

ようとしています。優勝チームも決まる頃にな

ると、いつも決まって使われる言葉に心痛な思

いを持ちます。それは、 

「自力優勝しなあかん、他力本願じゃだめ

だ」という話です。 

「他のチームが負けることを願ってはいけな

い、自分で勝ち続けるんだ」ということで言っ

ているのはわかりますが、「他力本願」では

「だめ」と続けられるので、お坊さんならずと

も門徒の方でもつらい思いをする方もおられる

ことでしょう。 

もともと「他力とは本願

力なり」といわれるとおり、

阿弥陀さまの誓願を示して

いるものです。 

ですから、「自分がやる

より、他人にまかせて利を

得る」という解釈は存在しません。 

他力は絶対他力といわれるように、他力は究

極であって不二のものです。自力か他力かの二

者選択はありません。 

たとえば、小さな川なら、自分で泳いで渡る

か、小船に乗って渡してもらうか、二者選択が

可能ですが、アメリカまで海を渡るとなると話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が変わります。泳ぐかどうかの選択はなくなり

ます。 

間違いなくなにかの乗り物に乗らないかぎり

渡ることはできません。 

自分が泳げる範囲なんて幾分ほどしかないの

です。大きな乗り物におまかせする、それが弥

陀の願船です 

法然上人は「愚者になりて往生す」といわれ

ました。それは、仏さまと私との距離をしっか

り理解するということです。 

そうでないと、「海ぐらい、いつでも泳いで

渡ってやる」と意気込んでいるだけで終わりま

す。 

自力で渡る思案している間に、海辺の波は足

元に近づいてきて、慌てふためくことになって

しまいます。 

 自力を失ってもなんの心配はありません 

乗り物は、いつでも用意してあります 

「弥陀弘誓の船のみぞ  

のせて必ず渡しける」 

 用意周到、準備万端に阿弥陀さまが先に手

をうっておられるのです。 

「釋 芳英」 
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